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リサイクルプラスチックは「実験から実装へ」7社 × 気鋭デザイナーが参画

「REMARE Plastic SUMMIT 2026 Exhibition」が10月14日～16日 
コクヨ東京品川オフィス「THE CAMPUS」にて開催

株式会社REMAREは、コクヨ株式会社・株式会社カウネットと共催で、再生プラスチック素材の展示イベン
ト「REMARE Plastic SUMMIT 2026 Exhibition」を、2026年10月14日（水）～16日（金）の3日間、コクヨ
東京品川オフィス「THE CAMPUS（ザ・キャンパス）」にて開催いたします。 

日本のものづくりを代表する企業7社と気鋭のデザイナー(*インハウスデザイナーを含む)がタッグを組み、廃
材から生まれた再生プラスチックを用いたプロダクトを発表。クリエイティブディレクターにインダストリア
ルデザイナー・NAO IWAMATSUを迎え、各企業の廃棄マテリアルが持つ背景や物語を、デザイナーとの対話
を通じて新しい価値へと変換するプロセスを提示します。

REMARE Plastic SUMMIT 2026 Exhibition
会期：2026年10月14日（水）～16日（金）
時間：10:00～18:00（※最終日のみ～17:00）
会場 ：コクヨ株式会社 東京品川オフィス「THE CAMPUS」 1階 “BOXX”
住所：〒108-8710 東京都港区港南1丁目8番35号
参加企業：カンロ株式会社、コクヨ株式会社、株式会社デンソー、日東工業株式会社、株式会社フジシール
インターナショナル、三坂ライト工業株式会社、三菱電機株式会社
参加デザイナー：AATISMO、阿部憲嗣、M＆T、進藤篤、吉添裕人（空間デザイン） 
クリエイティブディレクター：NAO IWAMATSU 

※要予約。ご来場の際は下記フォームより【10/14（水）～10/16（金）展示入場チケット】をご選択の上、
事前予約をお願いいたします。 
来場ご予約フォーム（Peatix）：https://plasticsummit2026.peatix.com  
「REMARE Plastic SUMMIT」特設サイト：https://remare.jp/REMAREPlasticSUMMIT  
Instagram：https://www.instagram.com/plastic_summit/  

https://plasticsummit2026.peatix.com
https://remare.jp/REMAREPlasticSUMMIT
https://www.instagram.com/plastic_summit/
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焼却されるはずだった複合プラスチックを、独自技術で「選ばれる素材」に変える 

REMAREは、三重県鳥羽市を拠点に、海洋プラスチックを起点とした廃プラスチックのマテリアルリサイク
ルを手掛けてきました。研究と実践を重ねた結果、単一素材のみならず、焼却・埋立処理されることが多かっ
た複合プラスチックを再資源化する独自技術の開発に成功。現在は、さまざまな企業や団体と協業しなが
ら、廃プラスチックや廃材を素材に、板材を中心とした再生プラスチック製品を製造しています。REMARE
の製品はデザイン性にも富んでいるほか、使用後も再び素材としてリサイクル可能である点が特徴です。

第2回「REMARE Plastic SUMMIT」7組の企業とデザイナーが挑む 

2025年より始動した「REMARE Plastic SUMMIT」は、マテリアルリサイクル素材の開発・製造を行う
REMAREが、企業・クリエイターとのコラボレーションを通じ、新たな素材活用を探求してきたプロジェク
トです。第2回となる今年は、食品・自動車・電機・文具など、日本のものづくりを代表する7社と気鋭のデ
ザイナーが参画。それぞれの企業が抱える廃材を起点に、デザイナーとともに素材の可能性を具体的なプロダ
クトのプロトタイプとして形にし、展示を通じてその可能性や実効性を業界内外へと拡大していきます。膨
大なプラスチックごみをただリサイクルするだけでなく、廃材の背景や企業の歩みを紐解き、廃材独自のス
トーリーとともに社会に還元することで、新たな価値転換を図ります。 

業界や廃材の種類が異なる企業が一堂に会することで、リサイクルプラスチックの可能性を多角的に提示しま
す。こうして生まれたリサイクルプラスチックを、建築やプロダクトの現場で「選ばれる素材」として根付か
せることが、REMAREの描く次の景色です。
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「イベントで終わらせない」̶ 社会実装を見据えたディレクション 

ー「展示するためにつくる」のではなく、「社会で使われるためにつくる」 
本プロジェクトが目指すのは、「イベントで終わり」にしないことです。素材の可能性を提示するだけの実
験展示にとどまらず、廃棄プラスチックがすでに社会に「実装」できる状態にあることを、プロダクトを通じ
て示すことを重視しています。各企業の廃棄マテリアルが持つ背景や物語を表に出しながら、デザイナーとの
掛け合わせによってどのような新しい価値が生まれるのか、そのプロセスそのものを見せる展示となってい
ます。
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REMARE Plastic SUMMIT 2026 Exhibition 
同時開催プログラム｜トークイベント 

【10/14（水）トークイベント　午前の部】 

 - 10:00～10:40　1A　オープニングトーク 
登壇者：間瀬雅介（REMARE）、井上侑士（コクヨ） 
ファシリテーター：岩松直明（ディレクター） 

 - 10:50～11:30　1B　建築業界におけるESG戦略の考え方 
登壇者：石川晃大（日東工業）、尾畑聡一（尾畑長硝子）、本田洋介（船場） 
ファシリテーター：加藤佑（アーティクル） 

 - 11:40～12:20　1C　BtoC/BtoB企業のサステナ市場へのアプローチ 
登壇者：礒辺友里子（カンロ）、宮口拓也（Hamee）、坂口直宏（三坂ライト工業）、佐藤友則（フジシー
ル） 
ファシリテーター：加藤佑（アーティクル） 

【10/14（水）トークイベント　午後の部】 

 - 14:10～14:50　2A　デザイナートーク（インハウスデザインの視点） 
登壇者：大木一毅（コクヨ）、上念洋輝（デンソー）、塚本直也（三菱電機） 
ファシリテーター：岩松直明（ディレクター） 

 - 15:00～15:45　2B　デザイナートーク（外部デザイナーの視点） 
登壇者：阿部憲嗣、池田美祐（M&T）、中森大樹（AATISMO）、進藤篤、吉添裕人 
ファシリテーター：岩松直明（ディレクター） 

 - 16:00～16:45　2C　エンディングトーク 
登壇者：永山祐子（永山祐子建築設計）、倉本仁（JIN KURAMOTO STUDIO）、間瀬雅介（REMARE） 
ファシリテーター：岩松直明（ディレクター）

会期初日となる10月14日（水）には、オープニングトークをはじめ、参加企業・デザイナー、REMAREと
さまざまな形で協働する企業・デザイン・建築業界のゲストを迎えた、全6回にわたるトークイベントを開催
いたします。下記フォームより、参加ご希望の回をお申し込みの上、ご参加ください。 

【トークイベントお申し込みフォーム（Peatix）】 
https://plasticsummit2026.peatix.com  
※定員に達し次第終了とさせていただきます。

https://plasticsummit2026.peatix.com
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「REMARE Plastic SUMMIT 2026 Exhibition」概要 

 - プロダクト展示 

インダストリアルデザイナー・NAO IWAMATSUのディレクションのもと、本プロジェクトに参加する7組の
企業・デザイナー（*インハウスデザイナーを含む）のプロダクトを展示します。 

事業活動に伴い排出される廃プラスチックに課題を抱える企業と、気鋭のデザイナーがタッグを組み、企業
が選定した廃材の特性やストーリーを汲み、各企業の活動へ再び還元していくためのプロダクト制作を目指
しました。 

単に廃材を活用した一点物のプロダクトをつくるのではなく、量産を前提としたデザインにこだわること
で、廃材が積み残されることなく循環していく仕組みそのものを提示しています。 

会場では、完成したプロダクトとあわせて、廃材のサンプルや、素材からプロダクトへと至るまでのストー
リーもご紹介します。素材が生まれた背景から、プロダクトとして形になるまでのプロセスを、あわせてご
覧いただけます。 

素材のストーリーとともに公開することで、バージン材にはない、リサイクルマテリアル独自のプロダクトの
可能性を提案します。
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 - プロダクト展示 

【参加企業・デザイナー・展示素材】 

カンロ株式会社 
デザイナー：M&T（池田美祐、倉島拓人） 
使用する素材：キャンディのパッケージ廃材 

コクヨ株式会社 
デザイナー：インハウスデザインチーム 
使用する素材： 
・ソフトリングノートの樹脂端材 
・家具に用いられる保護フィルムの廃材 

株式会社デンソー 
デザイナー：インハウスデザインチーム 
使用する素材：自動車部品の廃材 

日東工業株式会社 
デザイナー：AATISMO（海老塚啓太、中森大樹、桝永絵理子） 
使用する素材：ブレーカ等の電材部品に含まれる廃材 

株式会社フジシールインターナショナル 
デザイナー：進藤篤 
使用する素材：ペットボトルラベルの端材 

　 
三坂ライト工業株式会社 
デザイナー：阿部憲嗣 
使用する素材：学校給食や病院向けFRP製トレイの廃材 

三菱電機株式会社 
デザイナー：インハウスデザインチーム 
使用する素材： 
・廃家電品に含まれる樹脂 
・使用期限切れのヘルメット
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 - マーケットコーナー 

 - 展示プロダクトの一部を販売 
本プロジェクトで制作されたプロダクトの一部を、会場にて販売いたします。 

- 会場限定｜ディレクターNAO IWAMATSUデザインのプロダクトを展示・販売 
本プロジェクトのクリエイティブディレクターを務めるNAO IWAMATSUがデザインしたプロダクト
を、会場限定で展示・販売いたします。 

- アーカイブブック（公式カタログ）販売 
参加企業・デザイナーの取り組みをまとめた公式カタログを会場にて販売いたします。

 - 協賛企業｜特別展示 
 
尾畑長硝子株式会社 
株式会社カウネット 
カリモク家具株式会社 
Hamee株式会社

 - 協賛企業｜マテリアル展示 

株式会社サンゲツ 
株式会社CLホールディングス 
東急電鉄株式会社 
ネクスレジン株式会社 
ライオン株式会社 
リサイクルテック・ジャパン株式会社
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 - その他｜マテリアルサンプルプレゼント（※数量限定） 

会期中ご来場の上アンケートに回答いただいた方を対象に、本プロジェクトで生まれたサンプルを一部プレ
ゼント。

「REMARE Plastic SUMMIT 2026」公式カタログのイメージ

「REMARE Plastic SUMMIT」特設サイトのイメージ

 - アーカイブブック（公式カタログ）完成お披露目 

本プロジェクト参加企業・デザイナーの取り組みをまとめた公式カタログを会場にて先行販売いたします。

 - 特設サイト 

「REMARE Plastic SUMMIT」の特設サイトでは、各プロジェクトチームのインタビューを掲載いたしま
す。参加企業・デザイナーへのインタビューを通じて、廃材が生まれた背景や、プロダクトが完成するまでの
プロセスを多角的にご覧いただけます。 
特設サイト：https://remare.jp/REMAREPlasticSUMMIT 

https://remare.jp/REMAREPlasticSUMMIT
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「READY̶̶実験から実装へ」 

今年4月、REMAREさんから届いたリリースに僕は驚きました。それはある廃プラスチックシリーズの販売
停止のご連絡でした。回収した漁業ゴミを全て資源化し、数多くのプロジェクトで採用された結果、在庫が
なくなったというのです。モノをつくり、新製品のリリースで溢れる現代において、販売停止がこれほどポジ
ティブに感じられる報告に、新しいものづくりの可能性を見た気がしました。 

サステナブル素材は、あらゆる産業のなかで現在進行形で開発・発展途上です。その経過や成果を示す展示
は世界でも多く存在しますが、過程を展示する上で「再生材＝材料実験」というイメージが我々のどこかに
蓄積されていないでしょうか。REMAREの複合プラスチック成形技術も進化の途中ではありますが、すでに
多くの廃材を魅力的な材料にし、社会に実装してきた実績があります。地球環境に関わる課題は「きっかけ
や気づきを示す」だけではもう遅く、「課題解決策として実装する」ことが求められています。 

今年の「REMARE Plastic SUMMIT」では「実験」ではなく「実装」をテーマに掲げ、すでに社会に還元さ
れる「READY」であるということを「プロダクト」を通して示したい。材料実験や探索の段階ではなく、肌
感覚として社会実装できることを伝えたいと考えています。そのためには、リサイクルプラスチックがバージ
ン材とは異なる「特別な物語を内包する材料」として語られ、「魅力的なデザイン」として具現化されるこ
とが必要です。だからこそ、企業が持つマテリアルの背景や物語をもとに、デザイナーがどうそれを新たな価
値に変換し、デザインするかが問われています。 

参加いただいたすばらしいデザイナー陣には二つのことをお願いをしました。一つは、材料の物語を丁寧に
紡いで表出化してもらうこと。色・形もそうですが「何をつくるべきか」がとても重要だからです。企業とそ
の素材だからこそ、なぜこれをつくるべきなのか―そこへたどり着くまでの完成度に、こだわっていただき
ました。もう一つは、量産前提のデザインであること。量産できるデザインは多くの廃材を価値に変え、材
料廃棄問題に貢献できる可能性を拓きます。いくら魅力的なデザインでも量産できなければこの課題は解決
できません。 

結果、7社それぞれ特有の物語を内包したすばらしいプロダクトのプロトタイプが完成しました。ぜひものづ
くりの新しい可能性を体感しにいらしてください。

Photo by Teo Josserand

NAO IWAMATSU｜岩松直明 
東京を拠点に活動するインダストリアルデザイナー。伝統文化や現代のものづくりへ
の問いを起点に、独自のアナロジカルなアプローチを用いて、素材や技術の特性、企
業の思想やビジョンを体現するデザイン開発を数多く手がける。昨年発表した、自動
車用特殊機能紙メーカー・セキネシール工業とのプロジェクトでは、廃材から生まれ
たゴミ箱「KAMIKA BIN」の企画、プロダクトデザイン、ブランドデザインまでを一
貫して担当し、包括的な課題解決を実現。近年はイタリアやメキシコなど、日本国外
のメーカーや職人とのコラボレーションも積極的に展開している。 
HP：https://naoiwamatsu.com 

「REMARE Plastic SUMMIT 2026」 
クリエイティブディレクターコメント

https://naoiwamatsu.com
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「板が板であること」 

計画において意識したのは、展示品が見やすい空間性、素材のロスを極力抑えること、そして、展示台など
の制作物を転用できるようにする、という点です。それらを実現するために着目したのは、建材として流通
する板材の在り方そのものでした。 

サブロク板（3×6板）という日本の尺貫法に基づいてつくられる板材の規格サイズは、建築や内装の業界に
いる方々であれば馴染み深く、REMAREが制作する板材にも採用されています。その流通の基準となる要素
を展示計画全体に落としこむことが、REMAREが見据える板材の可能性そのものを表現することにつながる
ように思いました。 

同時に、REMARE材がつくられる現場がまとう香りのようなものを空間表現に取り入れたい。それは伊勢市
にある工場で実際に見た、板材が積み重なり、出荷を待つ風景を引用することで実現できるのではないかと
考えました。規則正しく、連続した板材がつくりだす気持ちよさを展示計画に重ね合わせています。サブロ
ク板を基本とした展示台。各作品の特性に合わせて高さのみをコントロールし、背景に徹することで、作品
そのものが浮かび上がるような、寡黙な現場でありたいと思いました。 

空間への汎用性を持つように、REMARE材も新しく開発を行いました。私がインテリア業界で働くひとりの
設計者として、実際の現場にも落とし込める、選択の一つになるようなもの。これまでの「リサイクル素
材」らしさを大切にしながら、もう一歩先の実装を目指した、「建材としての板材」の佇まいです。 

本展示では、REMARE材が、さまざまな企業の哲学やストーリーを携えたプロダクトとなり、社会実装され
ていく手前の、“READY”の時間を垣間見れるような体験になれば嬉しく思います。

吉添裕人 
空間デザイナー、アーティスト。武蔵野美術大学空間演出デザイン学科卒業。独立
後、都市開発や商業施設開発等の空間デザインを軸としたクライアントワークに従
事。制作活動では日本の文化背景や宗教観と通ずる「変化」「動き」「時間」といっ
た不完全で流動性のある事象を扱う。なかでも変容し続ける「光と影」について探
究。すべての事物（素材）は光と影を瞬間的に形にとどめ、認知するための媒体であ
ると捉え、その間に生じる現象と知覚の関係性を用いて制作する。HUBLOT 
DESIGN PRIZE 2022 Finalist（イギリス）、LEXUS DESIGN AWARD 2017 
Grand Prix（イタリア）など受賞多数。京都芸術大学非常勤講師。 
HP：https://www.hirotoyoshizoe.com 

「REMARE Plastic SUMMIT 2026 Exhibition」 
空間構成 デザイナーコメント

コクヨ東京品川オフィス「THE CAMPUS」 
THE CAMPUSは、コクヨ株式会社が運営する「働く・暮らす・学ぶ」の実験場。元
はオフィスビルだった建物の一部を開放し、どなたでもご利用いただけるパブリック
エリアを新たに創設しました。オープンなラウンジや公園、ショップ、コーヒースタ
ンドなど、親しい仲間と語り合ったり、ゆったりと過ごせる街に開かれた環境を通し
て、多様で豊かな混ざり合いを生み出していきます。

https://www.hirotoyoshizoe.com/
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REMARE Plastic SUMMIT 2026を開催できることを、大変嬉しく思います。 

私たちREMAREは、これまで焼却・埋立以外の出口がほとんどなかった複合プラスチックに向き合い、独自
の思想「Lateral Recycling™」のもと、廃プラスチックを内装建材・家具・空間素材といった高付加価値な
素材へと再生してきました。素材の流通価値を約400倍へと引き上げ、失われるはずだった資源を社会で長
く使い続けられるものへと変える挑戦を続けています。 

この挑戦は、新しい素材をつくることにとどまりません。日本の資源自給を足元の資源から高めていくこ
と。そして「すぐに燃やす」から「まず社会に価値を転換して貯蔵し、使い切ってから還す」へ、価値観と
文化を育てていくことを目指しています。 

今回の「REMARE Plastic SUMMIT 2026」は、単なるイベントではありません。多様な立場の方々が集ま
り、循環を「知る」「語る」だけでなく、実際に共創へつなげるための場です。素材メーカーにとどまらず、
企業・地域・クリエイターをつなぐプラットフォームとしての役割も担いたいと考えています。 

本プロジェクトを通じて生まれる出会いや対話が、「循環を選ぶことが当たり前」という価値観を育てる
きっかけになることを願っています。REMAREはこれからも、「この世界に溶け込んだプラスチックから、
次の文化をつくる」というビジョンの実現に向けて挑戦を続けてまいります。

間瀬雅介 
元航海士・機関士。航行歴:日本沿岸～南極海 人生の理念は「地球の7割（=海）を遊
び場に変える」。航海士時代、フィリピン海に浮かぶ大量の海洋ゴミを見て、「人工
物を地球上にどのように存在させ、循環させればよいのか？」という問いを抱く。一
度海に出たプラスチックを、すべて回収するのは難しい。それでも、生活の中で必要
不可欠なプラスチックを 産業構造の変革で新たな素材として循環させるべく 株式会
社REMARE創業。 
HP：https://remare.jp 

REMARE代表取締役 
「REMARE Plastic SUMMIT」主催者コメント

株式会社 REMARE 
REMAREは、「燃やさず、埋め立てず、プラスチックを社会に貯蔵する」というミッ
ションのもと、再資源化が難しい複合プラスチックに対し、持続可能な循環の仕組み
づくりを支援しています。従来は焼却・埋立処理に回されてきた多層材・複合材など
の廃プラスチックを、独自技術により意匠性と強度を兼ね備えたマテリアルとして再
生。素材開発からプロダクト化、空間・什器への実装、社内浸透、外部PRまでを一
貫して支援することで、循環の価値が企業活動に着実に定着するよう伴走型のソ
リューションを提供しています。 
HP：https://remare.jp 
Instagram：https://www.instagram.com/remare_jp/ 
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【本プロジェクトに関するお問い合わせ】 
「REMARE Plastic SUMMIT」運営事務局 

Email：info@remare.jp 
 

【本プレスリリースに関するお問い合わせ先】 
進藤美波　Email：minami.s@in-atmosphere.com   

【Press Kit】 
https://drive.google.com/drive/folders/1t7vCdLcr81UaDJ4MQEbw_JGuts0plkpL?usp=sharing 

【展示概要】 
REMARE Plastic SUMMIT 2026 Exhibition

会期：2026年10月14日（水）～16日（金）
時間：10:00～18:00（※最終日のみ～17:00）
会場 ：コクヨ株式会社 東京品川オフィス「THE CAMPUS」 1階 “BOXX”
住所：〒108-8710 東京都港区港南1丁目8番35号
参加企業：カンロ株式会社、コクヨ株式会社、株式会社デンソー、日東工業株式会社、株式会社フジシール
インターナショナル、三坂ライト工業株式会社、三菱電機株式会社
参加デザイナー：AATISMO、阿部憲嗣、M＆T、進藤篤、吉添裕人（空間デザイン） 
クリエイティブディレクター：NAO IWAMATSU 

主催：株式会社REMARE
共催：コクヨ株式会社、株式会社カウネット
協賛：尾畑長硝子株式会社、株式会社カウネット、カリモク家具株式会社、Hamee株式会社、株式会社CLホー
ルディングス、株式会社サンゲツ、株式会社船場、東急電鉄株式会社、ネクスレジン株式会社、ライオン株
式会社、リサイクルテック・ジャパン株式会社
協力：アーティクル株式会社（旧ハーチ株式会社）、株式会社島精機製作所、宏和工業株式会社 清水工場、
西平酒造株式会社、yolk and companie
 
※要予約。ご来場の際は下記フォームより【10/14（水）～10/16（金）展示入場チケット】をご選択の上、
事前予約をお願いいたします。ご予約のない方は、受付にてお名刺を受付にご呈示いただくか、当日QRから
フォームのご記入をお願いいたします。 

ご予約フォーム（Peatix）：https://plasticsummit2026.peatix.com  
「REMARE Plastic SUMMIT」特設サイト：https://remare.jp/REMAREPlasticSUMMIT  
Instagram：https://www.instagram.com/plastic_summit/  

 
 
【関係者様限定｜メディア内覧会】
日時：2026年10月13日（火）午後
お申し込みフォーム：https://forms.gle/vB6faUtAFuS4KErd8 
 
会期前日の10月13日（火）には、メディアの皆様・関係企業様を対象としたメディア内覧会を行います。本
イベントで発表される各企業のプロダクトに関する情報公開をいち早くお届けいたしますので、ご参加希望
の方は下記よりお申し込みください。別途詳細をご案内させていただきます。  

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

※その他記載されている会社名、製品名、システム名などは、各社の商標または登録商標です。
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